
（１）基本理念

（2）将来像

未来へつなぐ杜の都の水の道 ～市民･事業者との協働～
仙台の水道は、大正12年に給水を開始して以来、市民生活や都市活動を支える重要なライフラインと

して、仙台市の成長と発展を支えてきました。令和5年度には、給水開始100周年を迎えます。
今後の100年の未来にも、仙台の水道を引き継いでいくために、市民・事業者の皆さまと、これから到

来する人口減少社会における様々な課題に協働して取り組んでいきます。

※１【水運用】�水道施設全体の中で、さまざまな状況や水需要の変動に対応した適切な浄水の配分を行うこと。平常時においては、お客さまに
安定的に給水するため、配水量の予測に基づき、水道施設全体の中でできるだけ効率的になるように水運用を行っている。また、
災害や事故等の非常時においては、弾力的な水運用により、影響範囲を小さく、かつ、早期復旧が図られるようにしている。

基本理念と将来像４

視点１ 持続

未来へつなぐ

将来世代に過度な負担を残さ
ず、持続可能な水道システム
を構築し、歴史ある仙台の水
道を継承していきます。

視点２ 仙台らしさ

杜の都の水の道

自然の水循環により成り立っ
てきた仙台の水道を守ってい
くことにより、豊かな環境と
都市活動を両立する「杜の都」
の暮らしや産業活動を支えて
いきます。

視点３ 連携

～市民・事業者との協働～

人口減少に伴い経営資源が限
られる中で、理解と信頼を得
ながら将来も水道事業を運営
していくために、市民・事業
者の皆さまと連携・協働して
水道を支えていきます。

【１】水道システムの最適化
効率的な水運用※１やリスク管理を行うことが

できる最適な水道システムを
次世代に継承し、

将来にわたって安全で良質な水道水を
供給します

【２】持続可能な経営
水道水をお届けするまでの

様々な段階においてコスト構造を見直し、
収入・支出のバランスが取れた

経営を維持します

【３】関係者との連携強化
お客さま、近隣水道事業体、

民間事業者、仙台市水道サービス公社等、
関係者の皆さまとの

連携・協働による課題解決に
取り組みます

未来へつなぐ杜の都の水の道
〜市民・事業者との協働〜
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